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01 2026年3月期
第2四半期
決算概要
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2026年3月期第2四半期業績のポイント

ṍ ᵃẠΩ‰ ˑṍ ⱳ ῨỘ

売上高：268,309百万円（前年同期比＋4.5％）営業利益：7,111百万円（前年同期比＋11.3％）

売 上 高：全てのセグメントが増収を達成。エネルギー、食料、自動車関連セグメントを中心に伸長

営業利益：食料セグメントは食品・酒類販売の価格改定による増収と利益率改善により、黒字転換

エネルギーはマージン良化により増益。自動車関連は新車販売とレンタカー事業の好調により増益

期初予想との差異：上期売上高進捗率102.3％、営業利益進捗率113.6％と順調に推移

通期見通しに対しては40％台の進捗だが、主力のエネルギーが下期偏重型であるため概ね想定通り

事業上のトピックス

ז1ּ ᵤᵰ Ӭ ז3ּ Ὣḩἰᵓּז ᴥ 9sὮ Ὣḩἰᵓּז 5ʿ5ּזˣ

ṍḧ Ӯ ד ˢṍד148.5 ὓᵊ145ד ˣ ӱ ṍ ד3.5 ‰ד

配当方針： 期初見通しに変更なし（年間１００円、中間５０円＋期末５０円）
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売上高268,309百万円（前同比＋4.5%）、営業利益7,111百万円（前同比＋11.3％）

収益性も改善（営業利益率2.5%⇒2.7%、経常利益率2.8%⇒2.9%）

2026年3月期 第2四半期業績ハイライト: 増収増益かつ期初予想を上回る進捗

2025 3Ὦṍ

2◌ ṍ

ם ˢ̋ˣ

2026 3Ὦṍ

2◌ ṍ

ם ˢ̋ˣ

ṍ

ˢ̋ˣ

2026 3Ὦṍ

2◌ ṍ

ṍ

2◌ ṍ

ˢ̋ˣ

ˢ ӡʿ ˣד

‰ 256,805 ˵ 268,309 ˵ ˴4.5 262,330 102.3

׃ 42,938 16.7 46,231 17.2 ˴7.7 ˵ ˵

ẉ

ԁ Ḛ
36,549 14.2 39,119 14.6 ˴7.0 ˵ ˵

ְỘ ׃ 6,389 2.5 7,111 2.7 ˴11.3 6,260 113.6

Ὂ ׃ 7,287 2.8 7,681 2.9 ˴5.4 6,840 112.3

ᵓּזᶴ︠ ṑ

ḧ ׃
4,374 1.7 4,746 1.8 ˴8.5 4,130 114.9



̚3.01 ̚0.16

̚1.95

̚4.06
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食料セグメントが、農産品販売等における増収と価格改定による利益率改善によりグループ利益をけん引

  エネルギーセグメントと自動車関連セグメントも好調。自動車関連セグメントが利益額首位

2026年3月期第2四半期 営業利益の増減要因（前年同期比）

2025 3Ὦṍ

2◌ ṍ

63.89ᴑד

ˢ ӡʿᴑדˣ

2026 3Ὦṍ

2◌ ṍ

71.11ᴑד

ṍ +7.6ᴑד ׃

ὺ ḩ

ꜛ ḩכּ ᵤᵰ Ӭ

ḩ

ṍ +7.22ᴑד ׃

+2.80

+7.13

+1.16

+2.68

+2.63

ˢ︠ ׃ ԍˣ

ṍ ᴟ

⁴ ▀ ‰

ᴣᶊᵠ ῟ᴮ ׃ ᵠ

₃ῬⱧ Ɫ∙ Ῠ

כּ ᴥ ⱧỘ Ῠ

ˢ︠ ᾚ׃ ԍˣ

⁯ḩ ├ ֲố ׃ ᴞ

Ὂ ׃ ᾚ׃

Ὧ   ᴥ
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各報告セグメントの動向：食料セグメント中心に増益となる一方、経費増への対応が課題

** ׃ ﬞ ᶛΏ* ṐṀ ֫ Ộ ▀ Ộ 

2025 3Ὦṍ

2◌ ṍ

2026 3Ὦṍ
ṍ ԍˢ ˣ

2◌ ṍ

›ὓ
‰ 256,805 268,309 ˴11,504

ְỘ ׃ ׃ ṍ ˑṍ ⱳ ῨỘ׃** 6,389 7,111 ˴722

‰ 116,867 120,020 ˴3,153
ז1ּ Ὣ◓ᵓּזᴟ 8sὮˣ

ᴟ **׃׃ 1,611 1,891 ˴280

‰ 16,824 19,004 ˴2,180 ⁴ ▀ ◕ệ‰

Ṝ ᴣᶊᵠ ῟ᴮ ׃ ᵠ׃** ̚302 411 ˴713

ὺ ḩ
‰ 23,744 24,971 ˴1,227 ₃ῬⱧ ὸ ӱ ᶎ

Ṝ ׃ Ɫ∙ Ῠ **׃׃ 521 637 ˴116

ꜛ ḩכּ
‰ 36,810 39,718 ˴2,908

כּ ᴥ ⱧỘ Ῠ ׃
**׃ 2,455 2,723 ˴268

ᵤᵰ Ӭ

‰ 41,021 42,097 ˴1,076
ז3ּ Ὣ◓ᵓּזᴟ 4sὮˣ

⁯ḩ ├ ֲố ז3ּ Ṍ ᾚ ᾚ׃׃** 2,648 2,347 ̚301

ḩ
‰ 7,560 7,745 ˴185 ḩ ṍ ᴞᵕ ‰ ᴣ

Ὓḩה Ặ ӱ Ὂ ᾚ׃׃** 177 161 ̚16

‰ 9,682 9,898 ˴216 ᴂ ᴣ

Ὧ Ὂ ׃ ᾚ׃׃** 106 ̚89 ̚195

̎
‰ 4,292 4,853 ˴561

ᶆⱧỘ ᵵ ӱ ׃
**׃ 270 533 ˴263

זּ ̚1,099 ̚1,505 ̚406 Ὧ   ᴥ

ӡʿ ד
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エネルギーの冬季需要期が過ぎ、売上債権、買入債務は前期末から減少

有形固定資産は自動車事業の店舗新改築、新規連結子会社の編入により増加

有利子負債は返済が進み減少

貸借対照表： 資産効率化を進め、流動資産は前期末(3月末)比△9％

Ɫ▀ № Ɫ▀

ˢ ӡʿ ˣד 2025 9Ὦ ṍ ᾚ

Ɫ▀ 171,489 ̚16,340

ᾝỲẉ Ỳ 60,058 ̚2,203

︡︣Ἱ ᶝỲ

ẉ Ἰ Ɫ▀
63,278 ̚12,756

ẉ 30,780 1,227

ᾧ Ɫ▀ 137,917 5,036

Ἱᾧ Ɫ▀ 100,993 2,800

Ἱᾧ Ɫ▀ 6,195 217

Ɫ Ɫ▀ 30,728 2,017

Ɫ▀›ὓ 309,406 ̚11,304

ˢ ӡʿ ˣד 2025 9Ὦ ṍ ᾚ

№ 107,774 ̚14,545

◦ ︣Ἱẉ ᶝỲ 48,226 ̚8,617

ṍּס Ỳ 34,148 ̚3,542

ᾧ № 32,525 598

ṍּס Ỳ 5,027 ̚471

Ɫ▀ 169,106 2,642

ᶴ︠Ɫ 143,776 3,937

ᶧ ׃ ὓᶛ 16,791 ̚1,488

№ Ɫ▀›ὓ 309,406 ̚11,304
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キャッシュ・フロー計算書

ˢ ӡʿ ˣד 2025 3Ὦṍ ṍ 2026 3Ὦṍ ṍ ᾚ ︠ ԍ

ᾝỲẉ ᾝỲ ṍ ▪‰ 50,864 56,177 ˴5,312

ְỘᶨ 19,043 13,319 ̚5,724
Å ṍ ṍ ꜛ כּ №ᾂ▪‰

₈ṍ ᴟ ᵕ ᾚ

Ɫᶨ ̚4,090 ̚6,678 ̚2,588
Å ṛ ᵠ Ἱᾧ Ɫ▀ ︡

ÅM&A Ɫ ṍ ᴥ

14,953 6,641 ̚8,312

∞ ᶨ ̚9,929 ̚7,531 ˴2,398
Åּס Ỳ ↄᶛ ᾚ

Å ṍꜛᾪᶴ꜠ ︡ ₯ 1s4.5ᴑדˣ

ᾝỲẉ ᾝỲ ḧṍ ▪‰ 58,177 54,310 ̚3,867

営業キャッシュ・フローの減少と投資キャッシュ・フローが増加したことに加え、有利子負債の返済等を

進めたことで、現金等の残高は期初対比で1,867（百万円）減少
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02 2026年3月期
通期見通し
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2026年3月期見通し： 期初見通しに変更なし

2025 3Ὦṍ 2026 3Ὦṍ ṍ Ỳᶛ₯Ӱ

ˢ ӡʿ ˣד ˢם ˣ ˢ̋ˣ ˢᾋ ˣ ˢ̋ˣ ˢ̋ˣ

‰ 574,281 ˵ 586,300 ˵ ˴2.1% ˴12,019

ְỘ ׃ 15,912 2.8 15,710 2.7 ̚1.3% ̚202

Ὂ ׃ 17,746 3.1 16,950 2.9 ̚4.5% ̚796

ᵓּזᶴ︠ ṑ

ṍ ׃
10,690 1.9 11,000 1.9 ˴2.9% ˴310

全体の見通し：売上・利益の進捗は順調、期初見通し（2025年5月）は変更なし

売上高 5,863億円（前期比＋2.1%）で増収、営業利益 157億円（△1.3%）と前期並みを見込む

上期は期初見通しに対し上振れ。下期は景況感悪化のリスクを考慮し、通期見通しは変更なし
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2026年3月期各報告セグメント売上高見通し ： エネルギーは下期偏重のため、進捗率は概ね順調

* ṐṀ ֫ Ộ ▀ Ộ 

ˢ ӡʿ ˣד
2025 3Ὦṍ

ˢם ˣ

2026 3Ὦṍ

ˢᾋ ˣ

ṍ  

ˢ%ˣ

2026 3Ὦṍ

2◌ ṍ ˢ̋ˣ
ԍ

282,681 285,200 ˴0.9 120,020 42.1
ṍ   ᾚ

ṛ —ᵫ

36,679 38,600 ˴5.2 19,004 49.2
ṍ ᴣᶊᵠ ︡ ם

ṍ ‰ ├

ὺ ḩ 48,031 48,700 ˴1.4 24,971 51.3
‰∙‫ ᴣᶊ ᴩ ԁ

‰ ᶊ ᵕ ᾋ₅

ꜛ ḩכּ 73,584 78,000 ˴6.0 39,718 50.9
ằẚכּ ᵕ ᴥ

ⱧỘ ᴄ Ῠ Ӳⱱ

ᵤᵰ Ӭ 89,948 89,100 ̚0.9 42,097 47.2
Ӯ ֲố ṍ ᾋ₅

⁯ḩ ├ Ộ ֲố

ḩ 14,311 16,000 ˴11.8 7,745 48.4
Ὓה ‰ ὸ ᾋ₅ ṍ

ᾋ₅

19,861 20,700 ˴4.2 9,898 47.8 ᴂ ᶤ ᴞṍ ᾗ ᾋ

̎ 9,182 10,000 ˴8.9 4,853 48.5 ֫ Ộ ᴞṍ ‰ ṍ
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2026年3月期通期業績予想のポイント 第2四半期決算発表時点（11月13日）の見方

報告セグメント利益の見通し：ペット関連（〇→△）、ファーマシー（〇→△）について

期初見通しから変更も、通期業績への影響は軽微

為替の前提条件 1ドル＝１４９円（前期は 1ドル＝１５２円）

原油価格の前提条件 ドバイ原油＝７０ドル／bbl （上期は ６９ドル／bbl 前期は ７８ドル／bbl ）

配当額 １００円（中間 ５０円＋期末 ５０円）（予定） ＊期初見通しに変更なし

⁮ ᴣ ⁮ ᴣ

̚   ᾚ ᴞṍ ᾚ׃ ᵤᵰ Ӭ ̚ ⁯ḩ ├ ׃ ᴞ

̓ ᴣᶊᵠ ῟ᴮ Ὃ ḩ ̚ Ὂ ᾚ׃

ὺ ḩ ̓ ‰∙‫ ᴣᶊ ᴩ ̚ ᴂ ᾚ Ὂ ӂᴟ׃

ꜛ ḩכּ ̓ כּ Ặ Ῠ Ӳⱱ ̓ ᶆⱧỘ ᵵ
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（11期連続増配の見込み）
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株主還元方針： 期初から変更なし

配当の推移（単位：円・％）

ḧ

ṍ

30̋ ӗ

100.0
( )

50.0
( )

27.8 ( )
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03 当社の経営方針

と経営戦略



17© KAMEI CORPORATION.

長期経営方針（長期ビジョン/ ありたい姿）

ӽ ∕

ӽ ᶨ ḼỘ ₈ῇ ӽ ᵧ ∕

ᵓזּ › זּ ᴣ Ẑ ằ

ӽ Ω Ṁ ᴟ ὣ Ⱳ ᴣ ˹ ằ

︠ ᾋ ᴥᴣ

ל

ằ

01

Purpose

02

Mission

03

Value ם “

ʿ

˴ ớ

ᶨ ᾖ ᴣ ᵫ

˹
ẁ

ḿ
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長期経営方針（長期ビジョン/ ありたい姿）の基本戦略

Ṍ ⱧỘ ᶗ Ὃ ếᴟ

Å︠ ⱧỘ ὺ ḩ ꜛ ḩכּ ᵓזּ ‟ᾅ ⱧỘ   ᶈ

Å ⁯ ῟ Ὂְ ṁ׃ ếᴟ

ṛ ớ Ɫ

Å ḩ ꞊ ︡ Ω ᴿ ⱧỘ ṍᶎ

Åu ᵰ ӬⱧỘ ᶈ ᵤᵰ ᵤᵰ

ÅM&A ᴥ ԁ Ɫ ḯ ⱧỘ Ɫ ếᴟ

Å ⱧỘᵫ ע ṛⱧỘ ᵫ ᴥ ⱧỘ ₅

Å₈ῇ ᾋ ṉ ᶆ Ὂְ◙ ⱧỘ ᾋ

ˢ ׃ Ɫ▀῟ ⱧỘ ├ ӛ ˣ☼ם

Åּז Ḛ ᵓὓ ᵠᶗ RsOIC ᶨ ˣ

1. 

῟ ᴶ Ӫ꜡˹ְỘ ׃ ΰ

ÅẤ › ᴟ Ṑ Ԍ Ω ᴟ  ׃ ᵠ

ÅṌ ⱧỘˢṌ ᵓּזˣ ꜡   ׃ ΰ Ẑ

Å ᶨ ְỘDX ᴟ

͎. Ừ ᴟל
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長期プラン：主力事業のエネルギー、建設関連、自動車関連、海外・貿易＋食料を強化

事業特性と地域事情のバランスをとりながら、中長期的観点から事業を発展・拡大

LP ʿ ṁ׃ ᶎ

™ ᴦ ︡ӌ ♪ CN-LPG

ӽ › ― ṁ כּ ⱧỘ ᶈ

EV ӱ“ ♪ ☼

ὺ ḩ

ⱧỘ ꜛᴪPPA Ί ẉ EPCⱧỘˢ™ ὓ˴ ˴☼Ῥˣ

← ᾚ← ├ ∙ẉ Ộ Ɫ∙ ὓ☼Ῥ ế   ☼ῬỘּי ẸỘ

Ɫᶊּי Ӿ ᶍ ếᴟ ⱧỘ ᶈ

ꜛ ḩכּ
⁯ Ω ︣ꜛ כּ ẋ ╦Ἱ ᶈ Ὃ

ⱧỘ ḯ › ᵫ

ᵤᵰ Ӭ
ᵦ ⁯ ᶈ Ὃ

⁯ ASEAN ӽ M&A ᶈ ṉ Ὃ   ︡ӌ ∙ ⱧỘ ᶑᴟ

ᵫ ᶨ ‰ ᴥᴣ ᵫ Ộ ⱧỘ ᵒῐ☼ ΰ ẚ ⱧỘ ếᴟ ׃

ṁ ếᴟ ᵤᵰ ӬⱧỘ ὀ ᶈ ẉ ᵤᵰ ᶎם ︡ ₅

Ⱨ
Ộ

˴



͍. ᵤᵰ Ӭ˴

ֶ ⁯ ▫

ᶨ ▀ ▀

ᵤᵰẤ ᶨ ᶈ ớᴟ

︡ ₅

͎. ὺ ḩ

◓‰ ᴟ ◕ ἱΰ

ᴂ ᴟ׃

͏. ꜛ ḩכּ

EV ᴟ ᴥ ᴂ

׃

2024 2035

ᵤᵰ Ӭ

ꜛ ḩכּ

׃

ḩ

ᵤᵰ Ӭ

ꜛ ḩכּ ὺ ḩ

ḩ

ὺ ḩ
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グループ事業の将来像 ～2035年に向けて

ˢ׃ ˣ ♪ ⱧỘ ᾋ ︠4ⱧỘ˴ ᴥ ṛⱧỘ

ӗ

ṛⱧỘ
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長期経営方針（ありたい姿）：営業利益200億円の達成へ

増収増益の業績トレンドを踏まえ、更なる利益の追求。営業利益200億円の達成へ

具体的には以下の実現プロセスをイメージ

 ①既存事業の伸長と筋肉質化で生み出したキャッシュを人的資本投資、新規・成長投資へ

 ②新規・成長事業の取り込み

2025 3Ὦṍ

ְỘ ׃

159.12ᴑד

203X

◒

ְỘ ׃

200ᴑד

ṛ Ɫ ᵌ

ᾚ׃

׃

׃ ˴ ᾚ

׃

Å ᾚ

Å⁯ כּ

ÅדӗḜ  

ᵰ ḕẽ ԍ ᵌ

Ṍ ⱧỘ Ú

Å ḩ
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キャッシュフローアロケーション ： 新規投資・株主還元への積極配分 

配当金の推移（単位：円）

2021-2023年度 ： 内部留保を確保すると共に、維持投資とM＆Aを主とした新規投資にキャッシュを配分

2024年度 ： 売上債権の回収により営業CF増加、自己株取得を含めた株主還元と債務返済に振り向け

2025-2027年度 ： 株主還元は引き続き強化、より新規投資への配分比率を高め資本効率向上を目指す

2028年度以降 ： 更に投資金額を引き上げ、積極的な成長戦略を推進
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04 戦略の進捗状況

とトピックス
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海外・貿易事業セグメントの成長戦略： 海外での日本食品の拡販

ビジネスモデル：高品質で美味しい日本製の各種食品を、当社が食品部門で永年培った商流を活かして、

海外向けに販売拡大
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北米事業強化に向けたグループ再編（2025年4月～）

国内貿易会社である <<KC セントラル貿易>> の北米グループ３社を、

北米現地法人である <<Kamei North America>> の傘下に統合・再編し、連結子会社化
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新規事業 ： 2025年度以降、新規事業に200億円規模の投資を予定

※上記新事業に加え、カーボンニュートラル、インフラ長寿命化、海外進出サポート事業など10件以上の事業を検討中。

事業名 ＼ 年度
2025 2026 2027 2028 2029 2030

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

建設基礎省力化事業
―

水処理設備
レンタル事業

―

太陽光発電所
長期安定化事業

スマート農業

カメイグループ共同
物流・倉庫事業

備考
（事業の特長）

4֩/3 ḟḴḁḲḲᴻḁ ֪

6֩/25 ḟḴḁḲḲᴻḁ 2Ǝ026 Qᵪ 2ʝ025 2 ᶊ ᵶ֪

֩ ᴴ ֪

①【建設基礎省力化事業】⇒TPボトムパイルバスケット工法
  国土交通省「NETIS」登録済み。
  既製杭用杭頭補強筋を可動式にしたことで工期短縮を実現し、
  環境性能が向上。
  製品重量が軽量化され、安全性が向上。

②【水処理設備レンタル事業】
老朽化した民間排水処理設備を多額の初期投資を掛けずに環境対応
と設備更新が可能。
設備更新リスク低減と環境法令順守の支援を通じて、地域の持続
可能な産業活動への貢献を図る。
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新規事業を2件スタート

新規事業の最近の動き： 建設関連や環境関連で事業拡大へ

「TPボトムパイルバスケット工法」販売を開始
（2025年4月）(建設関連セグメント）

NETIS ֝♬

Å 弊社のTPボトムパイルバスケット工法(＊1)が、国土交通省の
新技術情報提供システム「NETIS」に登録、販売を開始。

Å 従来工法に比べ、設置が簡単で迅速に行えるため、
工期の短縮と削減が可能。特に、施工困難な現場で効果を発揮。

Å 建設現場での工期短縮、安全性向上、コスト削減を実現、
持続可能な開発目標（SDGs）へ貢献を目指す。

ＴＰボトムパイルバスケット工法の例

Å 住友電工グループの五興商事株式会社と、
工業用水処理設備(＊2)のレンタル提供を軸とした新規事業に
関し、協業に向けた共同検討を開始。

Å 老朽化した排水処理設備の更新負担や環境対応に関する課題に対し、
「初期投資無し、月額レンタル料のみで環境基準を満たす
  設備を導入可能」という新たな選択肢を提供。

Å 企業のサステナビリティ経営を支援し、環境負荷の低減と経済性の
両立を目指す。エリアを限定して市場検証を進め、
正式なサービス開始に向け協議を継続。

工業用水処理設備の例
（凝集沈殿ユニット）

「工業用水処理設備レンタル事業」に関する協業検討を開始
（2025年6月）(エネルギーセグメント)

(＊2)「工業用水処理設備」
Ῥ σςπ► ήϦθʺ Ϟ Ṑ ʺ
Ỳ τϢϤױ ήϦοΜϥ Ϭʺ

物理的・化学的・生物学的な方法で浄化、
ṁ Ϙπ ΰθ πʺ

ӗ τ Ϙθψ™ βϥθϛχ

(＊1)「TPボトムパイルバスケット工法」
Ṍ  ῬτΣΪϥ  ế Ừχӡ Ϭ βϥϹϱЖṐ Ϭᶨ ΰʺ
ḛӬτ ỪβϥṪ
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05 資本コストや

株価を意識した経営

の実現に向けた対応



29© KAMEI CORPORATION.

長期経営方針（長期ビジョン/ ありたい姿）の基本戦略
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当社のROE改善方法

© KAMEI CORPORATION.

資本コストや株価を意識した経営： ROE８％以上へ引き上げが課題

過去10年のM&A 積極化もあり、営業利益や営業CFは順調に増加傾向

他方、ROEは2018年3月期から6.5~7.1%のレンジで停滞、株主資本コスト6~8%（CAPM ベース）を下回る

株主資本コストを上回るROE８％以上を当面の目標とする

決算説明や長期経営方針等、開示を通してIR活動を強化

ự ROE 6.5~7.1%

ROE ԏ ᴿ

ᶴ︠ḥᾕ├ ᾋ

ROEᵠ ᴥ ᴂ

ᶴ︠ḥᾕ ₈ ӟ ♪

Å Ɫ ♪ ΰ30̋ ӗ

ṍ

Å ṍὊְ ӛ “ם

ÅⱧỘ ᵠᶗ ếᴟ Ὃ

Å ׃ ᵠ ˢְỘ ׃ Ɫ ᵕ ᵠ ˣ

ROIC ᶨ

Ɫ ῟ Ӫ꜡ ☼ם
ṍ



© KAMEI CORPORATION. 31

06 非財務的価値
への取組み
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人材戦略：変化への対応を支える組織体質と人的資本の尊重

事業ポートフォリオの変化は、時代や顧客ニーズの変化に合わせ柔軟に対応してきた当社の軌跡

長期経営方針（ポートフォリオ変革の継続強化、新規事業・成長分野への積極投資など）の実現に向け、

  更なる変革が求められる
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地域社会貢献・発展への「想い」 ～文化・教育～

地域社会との交流を深め、地域の社会活動への参加などを通じて、広く社会貢献に努める

社会教育の振興・社会福祉の向上を目的とし、公益財団法人を設立、長年にわたる助成支援により貢献
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地域社会貢献・発展への「想い」 ～環境・スポーツ振興～

近年では環境貢献などを意識し、より広いフィールドでの社会貢献活動を実施

スポーツイベントや文化イベントにも協賛・参加、今後も地域の社会活動を支えていく
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① 会社概要
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1903年創業（創業122年）。東北を中心に生活基盤を支える地域密着型の総合商社。全国及び海外に約100拠点
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日本近代化の歴史の中で、東北地方の成長・発展と共に歩み続けてきた会社

沿革＝事業発展の歴史
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事業展開する地域社会に密着した広範な商材・サービスが提供可能。B to BとB to C 双方を展開

幅広い事業フィールド：地域社会に密着したサービス・ソリューションを展開
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事業エリア：全国（東日本中心）＋米国・アジア

国内は東北全域と関東を中心に全国、海外は北米・アジア（シンガポール・ベトナム等）で展開

⁯

V
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時代の変遷と共に変化するお客様が求める日常サービス・製品をタイムリーに提供していくことで、

サービス・製品提供力を強化し、事業を拡大。結果的に多様な事業で「地域ドミナントを実現」する

ビジネスモデル①：生活を支える多様な商品・サービスを地域社会に提供
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ビジネスモデル②：多彩な事業を時代のニーズに応じて展開

時代のニーズに応じて、次々に商材を開拓、持続的成長を実現
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② 財務指標に見る
当社成長の軌跡
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44

売上高・営業利益・営業利益率の推移（過去20年）

© KAMEI CORPORATION.

過去20年、時代に合わせた事業ポートフォリオの変革で収益性は強化

2015年3月期~ M&A や投資を積極化で利益重視へ転換、事業構成の多様化・利益成長へ

2021年3月期~ 利益基盤の多元化による成長が加速、稼ぐ力が次のステージへ
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M&Aזּ ṟ ⱧỘ ᶗ ‟ᾅ

M&A などにより「事業ポートフォリオの変革」は着実に進展
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時代のニーズに合わせて事業ポートフォリオを変革させながらも、増収増益基調で拡大発展

脱石油依存が進展し、事業構成を多様化しながら増収、セグメント利益は大幅に増加

売上高・セグメント利益比較：「利益基盤の多元化と成長」が進んでいる
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セグメント利益＊構成比（％） セグメント利益＊推移（百万円）

© KAMEI CORPORATION.

セグメント利益の推移：「利益基盤の多元化」が利益創出力を押し上げ

利益基盤が多元化し、結果としてセグメント利益の増加に貢献している

事業構造の多様化・利益成長に、M&A による新規事業への参入と既存事業の体質強化の双方が寄与
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業績推移（売上高・営業利益・総資産・ROE・ROA）

売上高(百万円） 営業利益(百万円,%）

総資産(百万円） ROEとROA(%）
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直近10年の実績（売上高・営業利益・当期純利益）と配当性向の推移

2025年3月期は、前期に引き続き営業利益・当期純利益共に過去最高を更新

安定配当と増配方針を継続、11期連続増配見込み
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③ 各セグメント
について
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各報告セグメントの概要
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本社とグループ会社で8つの報告セグメントを構成
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各セグメントの概要① エネルギー

三陸地方漁船への燃料供給、1908年の旧日本石油の販売代理店から本格スタートした祖業。当社事業の中核

全社売上の約5割、セグメント利益の4分の1以上（2025年3月期）

石油製品・LPガス販売、ガソリンスタンド運営が主体だが、太陽光発電、バイオディーゼル燃料提供も展開

㈱設備センター (仙台市)の株式を取得（2025年2月）、末広ガス㈱ (前橋市)の株式を取得（同 8月）

売上高とセグメント利益(率)の推移 (百万円）

LP Ί
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各セグメントの概要② 食料

1933年に麒麟麦酒（キリンビール）の特約販売店となり事業拡大

コカ・コーラ社より、南東北のボトリング事業の権利を取得し、営業展開（2015年まで）

酒類や農畜産品等の卸販売から、近年では高齢者施設への食事提供サービス、地域特産品の企画・開発中心の

ふるさと納税事業や外食事業にも進出。食品加工メーカーや製菓材料輸入のＭ＆Ａも

売上高とセグメント利益(率)の推移 (百万円）
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各セグメントの概要③ 建設関連

住宅設備機器の卸売販売からスタート（旧セグメント名は、「住宅関連」）

個人向け事業から法人向け事業へと発展。

住宅資材・設備から建設資材へと対象商品が、そして資材販売から工事請負へと事業内容が変遷

売上高とセグメント利益(率)の推移 (百万円）
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各セグメントの概要④ 自動車関連

1932年（第二次世界大戦前）の米フォード車の輸入・販売からスタートした祖業の一つ

自動車販売（国産・輸入）だけでなく、レンタカー、カーリース等も展開

東北・北海道中心に自動車ビジネスネットワークを展開

売上高とセグメント利益(率)の推移 (百万円）
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売上高とセグメント利益(率)の推移 (百万円）
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各セグメントの概要⑤ 海外・貿易

1973年の米国現法設立からスタート。成長市場の北米・東南アジアで、商社機能（調達・仲介・販路）を拡大

日本製品の輸出入と海外リテール事業強化（スーパー・外食FCなど）の両面で事業展開

近年は積極的なM&A が奏功し、伸長傾向

北米事業強化に向け、子会社3社を北米現地法人であるKamei North America の傘下に統合・再編

ӬⱧỘ

Mitsuwa Marketplace
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売上高とセグメント利益(率)の推移 (百万円）
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各セグメントの概要⑥ ファーマシー

2000年4月に調剤薬局事業を宮城県気仙沼市で開始

M&A を駆使し、関東・近畿・東海圏へ進出。直営56店舗、グループ55店舗の計111店舗を運営(2025年9月末)

かかりつけ薬局機能、健康イベントの実施を通じ、地域を包括するトータルヘルスケアを推進
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ペット関連(百万円） その他(百万円）
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各セグメントの概要⑦ ペット関連、その他

新たにライフスタイル事業領域へ参入、販売代理店契約からM&A を活用した戦略へ

ペット関連は国内ブランド取り扱いの他、PB商品の開発・販売拡大を積極化

その他、東北を中心に地域インフラを支える物流機能を所有。各種事業・各部門との連携が進む
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